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Architecture in the Socio-historical context

空間人類学：領域について

集まって住む形の変化と動向



デザインは生き方である

文化人類学の視点から考える



SDGsをテーマにした産官学連携事業の創出
SDGsをテーマとした大学と企業の連携、大学と
自治体の連携を積極的に創出していきます。学生や
卒業生の協力を得て、特に「表現で世界を変える」取
り組みを推進していきます。

アフリカとの交流を内包した事業創出・支援
フランス語圏である西アフリカの現代文化をみな
さんに伝える活動に取り組んでいます。また、西アフ
リカの学生との学生間交流を進めています。西アフ
リカと日本の懸け橋を創出・支援することで、いのち
に力を与えます。

アフリカへの理解と交流促進プロジェクト
考え、行動し、発信する。私たちは「表現で世界を変える」。

Hello!
TEAM 
EXPO
Meeting 
#00３

創出・支援したい共創チャレンジ提供できるリソース

アフリカ研究
・アフリカをフィールドとした研究者
・広く深いアフリカネットワーク

研究成果と教育活動の社会還元

伝統産業研究
・伝統産業の研究者および従事者
・地場産業とのネットワーク



「持続可能な開発目標」
（ＳＤＧｓ）

• 持続可能な開発目標（SDGs）とは，2001年に策定されたミレニアム開発目標（

MDGs）の後継として，2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発の

ための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標である。

• 持続可能な世界を実現するための17のゴール・169のターゲットから構成され，地球

上の誰一人として取り残さない（leave no one behind）ことを誓っている。

• SDGsは発展途上国のみならず，先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）な

ものであり，日本としても積極的に取り組んでいる。

アフリカの未来



万博とアフリカ表象

https://www.sankei.com/article/20181227-DN5KZ6YI2FP4PL4EU27PHVR54Y/

ＳＤＧｓは国連の全加盟国が１５年に合意した目標で、貧困をなくす「飢餓をゼロに」。すべての人に健康

と福祉を－１７分野から構成される。３０年の達成を目指し、２５年万博の開催はその５年前にあたる。

「グローバル化が進み、われわれはどこに向かっているか見えない。そんな中、互いの格差を減らしながら、暮らし

を提案するコンセプトが気に入った」

アフリカでは、貧困や教育の格差にあえぐ国が多い。万博はそうした課題をアピールできる場だと考えており、「

人ごとと目を背けがちな問題と向き合う機会」と期待する。

大阪府内に住んでいたこともあり、人間臭さが残る大阪の街が好きだ。「大阪の人は『人をもてなす』という感

覚を持っている。明るく大阪らしい親しみを込めて迎えてくれるだろう」と話している。





大阪・関西万博

の特徴と期待

コモンズの時代

の到来



ダイバーシティ

（多様性）



Cultural Dimension→文化のはかり方
Geert Hofstede

（オランダ・文化人類学者・異文化研究）



世界の未来と若者の役割
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なぜ世界の未来と若者なのか？

なぜSDGsが大切なのか？

「持続可能な開発目標」
（ＳＤＧｓ）



万博から若者が何を学ぶべきか

•

•

•

•

UNDERSTANDING THE MEANING OF CO-CREATION



若者に博覧会にて世界にもっと触れて共
感してほしい！



CO-CREATION

共創社会の実現



個人の集合体である社会

社会学者のリチャード・セネットが指摘するように、
自信のなさの裏がえしから、排他的になりかねない
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社会基盤の変化

「個が中心になる社会」



軸がなくなったアイデンティティ

↓

アイデンティティクラシス

↓

絶対的なものとしての再構築

（足元の文化を軸として）

コミュニティ
とコモンズ
のデザイン



ソクラティック・ダイアローグの方法論

コミュニケーションの重要性

「共創社会」
「ダイバーシ

ティ」





お互いの違いを共創・成長につなげる
CO-CREATION

• WHO AM I （私は何者か？）

• WHO YOU ARE（あなたは何者か？）

• WHO WE ARE（私たちは何者か？）



「問い」
答えの見えない世の中、不確定な社会的状況で大事なのは、論理的回
答だけではなく、そもそも「問い」が立てられる力です。2

0

新時代を生きる皆さんへ

「自分の変化を怖れるな」



If you want to go fast, go alone. 

If you want to go far, go together

（早く行きたければ一人で進め
、遠くまで行きたければ、みん
なで進め）

これからの社会づくり

ー コミュニティとコモンズ ー

アフリカのこ
とわざ



参考資料



ジョセフ・キ＝ゼルボがルネ・

ホレンテインとのインタビュー

のコレクションで言った言葉【

アフリカはいつからのか？】

• アフリカは常に国民国家の問題に直面している。 アフリカ

はヨーロッパのモデル国家のクローン国家を作る時間がのか

？ 私たちは愛国的または民族的国家しか持っていない。

• アフリカには新しいアイデンティティが必要であり、世界で

果たす役割を規定する必要がある。 アイデンティティがな

ければ、ただの歴史的な道具（楽器）に過ぎない。他の

人が使用する道具で、したがって道具（器具）なのだ。

• アイデンティティを持つことは、役割（言語、哲学）を引

き受けることである。 アフリカは、主に北の先進工業国、

外部から入ってくる道具（ツール）、文化的要素にのみ

満足してはいけない。



世界を正しく理解し、未来を創造しよう

https://ym.yomiuri-osaka.com/idomu/article/idomu-5.html
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展示だけでなく「関係性」が生まれる場所に
大阪・関西万博まで3年
博覧会協会副会長・ウスビ・サコさんに聞く
2022年02月22日
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“Reconnect from divided society”

「Divide]

COVID-19
Ukraine crisis

Climate change

「Connect」

Reconnect
through

EXPO 2025 

World EXPO
2025 in 
JAPAN

（Japan Association for the 2025 World Exposition）


